
さ
い

と
う

お
さ
む

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

斎

藤

修

専
攻
学
科
目

比
較
経
済
史
・
歴
史
人
口
学

生

年

月

昭
和
二
一
年

四
月

略

歴

昭
和
四
三
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業

同

四
五
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

四
五
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
手

同

五
四
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同

五
七
年
一
〇
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

同

六
二
年

四
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

同

六
二
年
一
二
月

経
済
学
博
士

平
成
一
二
年

三
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
長
（
平
成
一
四
年
二
月
ま
で
）

同

二
一
年

四
月

一
橋
大
学
名
誉
教
授

同

二
一
年
一
〇
月

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
リ
ー
ヴ
ァ
ヒ
ュ
ー
ム
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

四



経
済
学
博
士
斎
藤

修
氏
の
『
比
較
経
済
発
展

論
―
―
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
』
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

本
書
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
、
第
一
に
、
経
済
史
学
が
経
済

学
か
ら
離
れ
る
傾
向
に
対
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
分
業
論
の
立
場
に
立
ち
か

え
り
、
産
業
革
命
以
前
と
産
業
革
命
期
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
降
の
工
業
化
へ
の

見
通
し
に
連
続
的
な
軌
跡
を
描
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
世
界
各
地
に
お
け
る
経

済
発
展
の
コ
ー
ス
は
多
様
で
あ
り
、
決
し
て
先
進
工
業
国
の
歩
ん
だ
道
を
辿
っ

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。
以
上
の
二
つ
を
念
頭
に
置
き
、
斎
藤

修
氏
は
、
経

済
学
と
の
関
係
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
時
間
的
経
過
と
、
多
様
性
を
抱
え
た

空
間
的
広
が
り
を
経
済
発
展
論
に
お
い
て
、
統
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
野

心
に
満
ち
た
著
作
を
刊
行
し
た
。

今
ま
で
、
経
済
史
学
に
お
い
て
も
、
経
済
発
展
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
軸

と
な
っ
て
い
た
の
は
、
マ
ル
サ
ス
の
命
題
で
あ
り
、
収
穫
逓
減
の
法
則
を
い
か

に
克
服
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
関
心
が
、
研
究
上
の
い
わ
ば
通
奏
低
音
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
に
立
つ
か
ぎ
り
、
産
業
革
命
な
い
し
は
近
代
工
業
化

は
、
英
国
で
あ
れ
途
上
国
で
あ
れ
、
な
ん
ら
か
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
と
い
う
説
明
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
に
対
し
つ
ぎ
の

よ
う
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
八－

一
九
世
紀
の
英
国

の
経
済
発
展
は
緩
慢
で
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
劇
的
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
、
産
業
革
命
以
前
に
も
、
プ
ロ
ト
工
業
化
が
進
行
し
、
緩
慢
で
は
あ

る
が
、
経
済
発
展
が
産
業
革
命
以
前
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
近
世
と
近
代
の
経
済
発
展
の
連
続
性
を
、
斎
藤
氏
は
「
ス

ミ
ス
的
成
長
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、
進
化
論
的
発
想

を
持
っ
て
い
た
経
済
学
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
に
受
け
継
が
れ
た
と

す
る
。
こ
う
い
っ
た
見
方
に
立
っ
て
、
近
世
か
ら
近
代
を
通
し
た
比
較
経
済
発

展
論
の
枠
組
み
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
際
、
工
業
化
の
地
域
的
多
様
性
に
つ
い
て
、
斎
藤
氏
は
、
市
場
の
成
長

は
ど
の
文
化
に
も
見
ら
れ
る
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
土
地
や
労
働
と
い
っ

た
要
素
市
場
の
浸
透
は
多
様
で
あ
り
、
極
端
な
場
合
は
、
市
場
原
理
を
伴
わ
な

い
か
、
浸
透
が
困
難
な
社
会
も
あ
る
と
す
る
。
そ
の
違
い
に
よ
り
経
済
史
の
在

り
方
が
大
い
に
異
な
っ
て
く
る
、
と
し
て
い
る
。

第
二
は
「
ス
ミ
ス
的
成
長
」
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
、
基
幹
と
な
る
産
業

が
、
中
間
材
大
量
生
産
か
多
様
な
高
品
質
生
産
か
の
違
い
が
あ
り
、
産
業
革
命

は
前
者
で
有
利
に
作
用
し
た
と
は
い
え
、
後
者
に
お
い
て
も
専
門
特
化
を
通
じ

て
発
展
が
あ
っ
た
。

二
二



第
三
は
、
経
済
発
展
の
担
い
手
の
持
つ
能
力
（
斎
藤
氏
は
ス
キ
ル
と
い
う
表

現
を
用
い
る
）
―
具
体
的
に
は
、
識
字
率
・
時
間
感
覚
・
分
業
へ
の
対
応
能
力

等
の
総
合
―
の
多
様
性
で
あ
る
。
あ
る
ス
キ
ル
は
、
資
本
集
約
的
産
業
、
と
く

に
装
置
産
業
に
適
合
し
、
あ
る
ス
キ
ル
は
労
働
集
約
的
産
業
、
た
と
え
ば
職
工

に
適
合
す
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
諸
要
因
の
組
み
合
わ
せ
で
、
工
業
化
の
諸
類

型
が
産
み
出
さ
れ
る
、
と
み
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
、
経
済
史
研
究
は
大
き
く
転
換
し
た
。
西
洋
中
心
の
考
え
方

に
代
わ
っ
て
、K

.Pom
eranz,T

he
G

reatD
ivergence

(2000)

に
代
表
さ
れ
る

中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
錯
、
求
め
得
る
最
大
限
の
統
計
を
使
い
、
大
胆
な
手

法
に
よ
っ
て
こ
の
二
〇
〇
〇
年
間
の
世
界
経
済
の
展
開
を
記
し
たA

.M
addi-

son,C
ontours

ofthe
W

orld
E

conom
y.1−

2030
A

.D
.

(2007)

等
の
出
版
に

よ
っ
て
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
そ
の
流
れ
は
、J.L

.V
an

Z
anden

ら
に
よ
る

T
he

L
ong

R
oad

to
the

IndustrialR
evolution

1000−
1800:

G
lobal

E
conom

ic

H
istory

(L
ondon,2009)

に
結
実
し
た
。
こ
う
い
っ
た
新
し
い
経
済
史
研
究
の

動
向
に
対
し
、
斎
藤
氏
は
、
単
に
そ
れ
を
日
本
に
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
も
そ
の
一
員
と
し
て
二
一
世
紀
に
お
け
る
経
済
史
研
究
を
国
際
的
に
先
導

し
、
国
の
内
外
か
ら
、
若
手
研
究
者
が
著
者
の
も
と
に
集
ま
り
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
研
究
は
よ
っ
て
立
つ
基
盤
で
は
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
・
欧
米

に
関
す
る
文
献
を
広
く
渉
猟
し
、
咀
嚼
し
、
あ
る
場
合
に
は
批
判
を
加
え
な
が

ら
自
ら
の
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
究
極
的
に
は
、
経
済
学
を
取
り
込
ん
だ

近
代
世
界
経
済
史
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
試
み
を
、
前
著
『
賃
金
と
労
働
と
生
活
水
準
―
日
本

経
済
史
に
お
け
る
一
八－

二
〇
世
紀
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
続
き
、

既
に
日
本
の
近
世
・
近
代
を
経
済
学
的
分
析
に
よ
り
連
続
的
に
と
ら
え
た
成
果

や
方
法
を
、
さ
ら
に
国
際
的
に
拡
大
し
、
経
済
史
と
経
済
学
の
接
近
を
図
っ
た
。

そ
の
観
点
で
、
日
本
に
つ
い
て
も
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
研
究
を

行
い
、
た
と
え
ば
一
九
世
紀
前
半
の
優
れ
た
資
料
で
あ
る
『
防
長
風
土
注
進
案
』

の
経
済
学
的
分
析
を
通
じ
、「
非
農
所
得
」
を
統
計
的
に
算
出
し
、「
士
」・

「
農
」・「
工
商
」
と
い
う
身
分
階
層
別
の
所
得
を
推
計
し
て
い
る
こ
と
も
評
価

で
き
る
。
斎
藤
氏
は
ま
た
、
優
れ
た
英
語
の
能
力
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
英
文

論
文
を
発
表
し
、
国
際
学
会
の
役
員
を
務
め
て
き
た
。
現
在
、
英
国C

am
bridge

大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
一
年
間
研
究
・
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究
手
法
の
開
拓
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
・
知
識

の
持
ち
主
の
著
書
と
し
て
、
本
書
は
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
す
る
に
値
す
る
。

主
要
著
書
目
録

著
書
（
単
著
）

①
『
プ
ロ
ト
工
業
化
の
時
代
―
西
欧
と
日
本
の
比
較
史
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年

②
『
商
家
の
世
界
・
裏
店
の
世
界‥

江
戸
と
大
阪
の
比
較
都
市
史
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、

一
九
八
七
年

③
『
比
較
史
の
遠
近
法
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
一
九
九
七
年

二
三



④
『
賃
金
と
労
働
と
生
活
水
準‥

日
本
経
済
史
に
お
け
る
一
八－

二
〇
世
紀
』
岩
波
書

店
、
一
九
九
八
年

⑤
『
江
戸
と
大
阪‥

近
代
日
本
の
都
市
起
源
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
二
年

⑥
『
比
較
経
済
発
展
論
―
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年

編
著
（
抜
粋
）

①
『
近
代
成
長
の
胎
動
』（
日
本
経
済
史
二
―
新
保

博
と
共
編
、
岩
波
書
店
、
一
九

八
九
年
）

②

Population
and

econom
y

:from
hunger

to
m

odern
econom

ic
grow

th
(w

ith
T

.

B
engtsson,O

xford
U

niversity
Press,2000)

③

A
sian

population
history

(w
ith

T
.-J.L

iu
etal,O

xford
U

niversity
Press,2001)

④
『
ア
ジ
ア
長
期
経
済
統
計
』
第
一
巻
「
台
湾
」（
尾
高
煌
之
助
他
、
東
洋
経
済
新
報

社
、
二
〇
〇
八
年
）

二
四


